
「
観
光
」へ
の
市
民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
地
方
か
ら

「
観
光
」へ
の
市
民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
地
方
か
ら

「
観
光
」へ
の
市
民
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
地
方
か
ら

観光立国実現は地方から推進を観光立国実現は地方から推進を観光立国実現は地方から推進を
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観光立国の実現は地方から推進を とは、さまざま
な意味合いを含んでいる。観光立国を標榜するには、国
際的にみた日本の観光競争力を見定めなければならない
が、現状は世界で２５位にとどまる。理由の１つは国全体
としてとらえたときの地方格差が指摘できる。従って、
それぞれの地域の観光への取り組みが、観光立国の実現
には不可欠だといえる。いわば、地域観光の積み上げ方
式で、国としての観光 観光立国が成り立つ。

観
光
立
国
を
目
指
す
わ
が

国
は
、
観
光
を
２１
世
紀
に
お

け
る
重
要
な
政
策
の
柱
と
位

置
付
け
て
「
観
光
立
国
推
進

基
本
法
」
を
０７
年
（
平
成
１９

年
）に
施
行
し
た
。
同
法
は
、

６３
年
（
昭
和
３８
年
）
施
行
の

「
観
光
基
本
法
」
を
全
面
改

正
し
た
も
の
だ
。

法
律
の
「
前
文
」
は
、
と

も
に
「
観
光
は
、
国
際
平
和

と
国
民
生
活
の
安
定
を
象
徴

す
る
も
の
」
と
記
述
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
観

光
が
平
和
の
象
徴
で
あ
る
と

の
認
識
は
、
昔
も
今
も
変
わ

ら
な
い
。

た
だ
し
、
旧
法
で
は
第
１

条
の
観
光
に
対
す
る
国
の
政

策
目
標
と
し
て
、
「
国
際
収

支
の
改
善
」
「
外
国
人
観
光

旅
客
の
来
訪
の
促
進
」
「
国

際
観
光
の
発
展
」
な
ど
が
強

調
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に

よ
っ
て「
国
民
経
済
の
発
展
」

を
目
指
す
姿
勢
が
示
さ
れ
て

い
る
。
観
光
を
所
管
す
る
運

輸
省
の
「
運
輸
白
書
」
（
昭

和
３９
年
版
）
で
も
、
同
法
制

定
の
意
義
に
つ
い
て「（
観
光

は
）
外
国
と
の
経
済
、
文
化

の
交
流
を
促
進
し
、
さ
ら
に

国
際
親
善
の
増
進
に
役
立

ち
、
国
際
収
支
の
改
善
に
寄

与
し
、
わ
が
国
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
る
」
と
記
載

し
て
い
る
。

当
時
の
観
光
は
外
貨
獲
得

の
一
手
段
で
あ
っ
た
。
同
時

に
国
民
の
国
内
旅
行
需
要
の

増
加
と
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
必
要
性
も
、
同
白
書
で
は

指
摘
し
て
い
る
。

新
旧
の
法
整
備
は
、
そ
れ

ぞ
れ
時
代
背
景
を
反
映
し
て

い
る
が
、
共
通
す
る
言
葉
と

し
て
「
国
際
競
争
力
」
の
重

要
性
を
訴
え
て
い
る
。
観
光

に
限
ら
ず
国
際
競
争
力
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
概
念
は
曖
昧
な

部
分
が
多
い
の
も
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
そ

の
意
味
で
は
、
ダ
ボ
ス
会
議

を
主
催
す
る
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
の
格
付

け
は
興
味
深
い
。

観
光
分
野
に
つ
い
て
は
、

「
旅
行
・
観
光
競
争
力
リ
ポ

ー
ト
」
と
し
て
０７
年
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
日
本
は
世
界
１
３
３
カ

国
中
で
２５
位
（
０９
年
版
�
右

表
）
だ
っ
た
。

同
リ
ポ
ー
ト
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｆ

が
開
発
し
た
国
際
競
争
力
指

数
（
Ｇ
Ｃ
Ｉ
）
に
基
づ
く
も

の
で
、
い
わ
ゆ
る
人
気
投
票

で
は
な
い
。
観
光
に
つ
い
て

は
�
観
光
・
旅
行
上
の
規
則

体
系
（
政
策
上
の
諸
規
則
、

環
境
上
の
規
則
、
安
全
性
と

治
安
、
健
康
と
衛
生
、
観
光

・
旅
行
の
優
先
性
）
�
観
光

・
旅
行
上
の
環
境
と
イ
ン
フ

ラ
（
航
空
輸
送
イ
ン
フ
ラ
、

陸
上
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
観
光

イ
ン
フ
ラ
、
情
報
・
通
信
技

術
上
の
イ
ン
フ
ラ
、
価
格
競

争
力
）
�
観
光
・
旅
行
上
の

人
的
・
文
化
的
・
自
然
的
資

源
（
人
的
資
源
、
国
民
に
よ

る
観
光
上
の
意
識
、
自
然
・

文
化
資
源
）の
３
群
１３
柱（
カ

ッ
コ
内
項
目
）
を
、
さ
ら
に

細
分
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
健
康
、

衛
生
面
で
の
評
価
は
高
か
っ

た
が
、
観
光
に
対
す
る
開
放

性
や
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
の
推
進

で
は
と
も
に
１
３
３
カ
国
中

１
３
０
位
で
極
め
て
低
い
。

さ
ら
に
、
観
光
立
国
を
目

指
す
日
本
で
と
り
わ
け
憂
慮

す
べ
き
は
、
「
国
民
に
よ
る

観
光
上
の
意
識
」
の
低
さ
で

あ
り
、
「
旅
行
・
観
光
の
親

和
性
（
親
し
み
結
び
つ
き
や

す
い
性
質
）」が
１
３
１
位
で

ワ
ー
ス
ト
３
だ
っ
た
こ
と

だ
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ（
日

本
政
府
観
光
局
）
の
訪
日
外

客
調
査
で
「
日
本
の
人
々
が

親
切
・
礼
儀
正
し
い
」
と
の

評
価
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ

が
、
観
光
に
対
す
る
国
民
性

を
考
え
る
と
、
表
裏
の
関
係

が
推
測
で
き
る
。

前
出
の
運
輸
白
書
の
中
で

「
観
光
の
社
会
的
経
済
的
使

命
の
重
要
性
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
そ
の
意
義
が

深
く
理
解
さ
れ
て
い
た
と
は

い
え
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
軽

視
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
観
光

旅
行
を
否
定
す
る
よ
う
な
偏

見
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

た
点
と
の
関
連
性
も
否
定
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

国
際
競
争
力
の
あ
る
観
光

地
づ
く
り
は
、
観
光
立
国
の

推
進
で
掲
げ
ら
れ
た
「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
国

づ
く
り
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

が
、
そ
れ
を
題
目
に
と
ど
ま

ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
身
近

な
「
郷
土
づ
く
り
」
に
落
と

し
込
み
、
地
方
の
特
性
と
実

情
に
合
わ
せ
た
実
践
か
ら
始

め
る
必
要
が
あ
る
。

７０
年
の
大
阪
万
博
は
、
国
民
皆
旅
行
時
代
の
幕
開
け
を
告

げ
、
ポ
ス
ト
万
博
が
多
様
な
旅
行
形
態
を
暗
示
し
て
い
た

日帰りレジャーが主流だ
った５０年代、海水浴場で
ごく普通に見られた光景

太
平
洋
戦
争
で
敗
戦
し
た

日
本
は
、
復
興
に
着
手
し
て

か
ら
わ
ず
か
１０
年
後
の
１
９

５
５
年
（
昭
和
３０
年
）
に
、

国
民
１
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ

（
実
質
国
民
総
生
産
）
が
戦

前
の
水
準
を
超
え
て
高
度
経

済
成
長
の
道
を
歩
み
は
じ
め

た
。
そ
し
て
翌
５６
年
の
経
済

白
書（
経
済
企
画
庁
）で
は
、

戦
後
日
本
の
経
済
成
長
と
近

代
化
に
よ
っ
て
「
も
は
や
戦

後
で
は
な
い
」
と
し
た
。
そ

の
言
葉
は
流
行
語
に
も
な

り
、
国
民
に
自
信
と
将
来
へ

の
期
待
を
与
え
た
。
や
が
て

高
根
の
花
だ
っ
た
日
常
生
活

の
「
三
種
の
神
器
」
（
冷
蔵

庫
・
洗
濯
機
・
白
黒
テ
レ
ビ
）

が
普
及
し
始
め
、
各
地
に
大

規
模
な
団
地
が
造
成
さ
れ
て

「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
」
と
い

っ
た
言
葉
も
登
場
し
た
。

高
度
成
長
の
始
ま
っ
た
こ

ろ
か
ら
、
職
場
で
の
慰
安
旅

行
や
夏
休
み
の
海
水
浴
な
ど

の
家
族
レ
ジ
ャ
ー
も
活
発
化

し
始
め
た
が
、
国
民
が
本
当

の
意
味
で
戦
後
と
復
興
を
実

感
す
る
エ
ポ
ッ
ク（
新
段
階
）

は
、
２
つ
の
国
際
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ら

は
、
い
ず
れ
も
観
光
旅
行
と

大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。

第
１
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、
６４

年
に
開
か
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
だ
。
敗
戦
か
ら
１９
年

で
復
興
し
た
姿
を
全
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
し
た
。
同
時
に
東

海
道
新
韓（
東
京
〜
大
阪
間
）

の
開
通
に
よ
っ
て
、
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
が
注
目
さ
れ
た
。
大
量

輸
送
と
ス
ピ
ー
ド
化
は
、
庶

民
の
旅
行
概
念
に
も
大
き
く

影
響
し
た
。
新
し
い
旅
行
形

態
（
団
体
に
よ
る
遠
距
離
旅

行
）
も
国
民
の
間
に
広
ま
っ

て
い
っ
た
。

第
２
の
エ
ポ
ッ
ク
は
、
７０

年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
（
大

阪
万
博
）
だ
っ
た
。
テ
ー
マ

曲
「
世
界
の
国
か
ら
こ
ん
に

ち
は
」
の
通
り
、
７７
カ
国
４

国
際
機
関
が
パ
ビ
リ
オ
ン
を

出
展
し
、
期
間
中
（
１
８
３

日
間
）
の
来
場
者
は
、
当
初

目
標
３
千
万
人
の
２
倍
を
超

す
６
３
２
２
万
人
（
万
博
史

上
最
高
）
を
記
録
し
た
。
大

阪
府
吹
田
市
の
千
里
丘
陵
に

は
連
日
観
光
客
が
訪
れ
、
１

日
の
最
高
は
８３
万
人
超
、
最

低
で
も
１６
万
人
超
の
賑
わ
い

を
み
せ
た
。
観
光
客
の
多
く

は
、
全
国
各
地
か
ら
団
体
で

訪
れ
た
。

こ
の
団
体
旅
行
に
対
し
、

ポ
ス
ト
万
博
と
し
て
旧
国
鉄

が
７０
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

の
が
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ

パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
だ

っ
た
。
「
日
本
を
発
見
し
、

自
分
自
身
を
再
発
見
す
る
」

コ
ン
セ
プ
ト
が
大
ヒ
ッ
ト
に

つ
な
が
り
、
そ
の
後
の
国
内

旅
行
に
大
き
く
影
響
し
た
。

と
り
わ
け
「
日
本
を
発
見
」

は
、
そ
れ
ま
で
観
光
地
と
考

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
地
域

に
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
せ
る

効
果
を
発
揮
し
た
。
テ
レ
ビ

の
旅
番
組
「
遠
く
へ
行
き
た

い
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
見
知

ら
ぬ
土
地
で
地
域
の
人
々
と

触
れ
合
う
楽
し
さ
に
気
付
か

せ
た
。
ま
た
、
人
気
の
女
性

誌
を
手
に
し
た
ア
ン
ノ
ン
族

と
呼
ば
れ
る
若
い
女
性
が
、

単
身
や
２
〜
３
人
の
グ
ル
ー

プ
で
全
国
を
闊
歩
し
は
じ
め

た
の
も
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

影
響
が
大
き
く
作
用
し
た
。

そ
う
し
た
個
人
旅
行
は
、

こ
れ
ま
で
未
体
験
だ
っ
た
出

会
い
や
触
れ
合
い
に
よ
っ
て

「
自
分
自
身
を
再
発
見
す

る
」
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
コ
ン
セ
プ
ト
の
体
現
だ
っ

た
と
評
価
で
き
る
。
人
々
が

観
光
旅
行
の
楽
し
さ
や
自
分

に
と
っ
て
の「
旅
行
の
意
味
」

を
考
え
始
め
る
契
機
に
な
っ

た
と
も
言
え
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
高
度
成
長
期
に
入
っ

て
顕
著
に
な
っ
た
戦
後
の
第

１
次
旅
行
ブ
ー
ム
が
、
昼
間

は
名
所
旧
跡
の
観
光
、
夜
は

旅
館
で
宴
会
を
楽
し
む
慰
安

・
享
楽
型
の
団
体
旅
行
が
中

心
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
旅

行
を
誘
発
す
る
動
機
づ
け
の

変
化
が
始
ま
っ
た
。

一
方
、
見
方
に
よ
っ
て
は

変
化
に
水
を
差
す
形
に
な
っ

た
の
が
、
海
外
旅
行
の
大
衆

化
だ
。
６４
年
に
海
外
旅
行
の

自
由
化
が
始
ま
っ
た
。
当
初

は
、
年
間
の
出
国
回
数
や
持

ち
出
し
金
額
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
制
約
が
課
せ
ら
れ
て

お
り
、
庶
民
に
は
手
の
届
か

な
い
「
夢
の
旅
行
」
だ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
も
徐
々
に
緩
和

さ
れ
て
い
っ
た
。
大
阪
万
博

の
年
ま
で
は
、
日
本
人
海
外

旅
行
者
数
を
訪
日
外
国
人
客

数
が
上
回
っ
て
い
た
が
、
翌

年
に
は
そ
れ
が
逆
転
し
、
さ

ら
に
７２
年
の
海
外
旅
行
者
数

は
１
０
０
万
人
を
突
破
、
７３

年
に
は
２
０
０
万
人
を
超
え

て
、
そ
の
後
も
右
肩
上
が
り

傾
向
は
続
い
た
。
２
０
０
万

人
を
突
破
し
た
７３
年
は
、
日

本
の
「
円
」
が
変
動
相
場
制

に
移
行
し
て
１
�
�
３
６
０

円
（
７１
年
末
に
は
ド
ル
切
り

下
げ
で
３
０
８
円
）
が
、
２

６
０
円
台
に
な
る
円
高
も
影

響
し
た
よ
う
だ
。

国
内
旅
行
者
数
に
比
べ
て

海
外
旅
行
者
数
は
、
旅
行
者

総
数
か
ら
み
れ
ば
わ
ず
か
な

も
の
だ
っ
た
が
、
ポ
ス
ト
万

博
で
芽
吹
き
始
め
た
観
光
旅

行
で
の
「
自
己
発
見
」
の
動

機
づ
け
や
、
団
体
か
ら
個
人

・
グ
ル
ー
プ
へ
の
旅
行
形
態

の
変
化
は
、
海
外
旅
行
に
あ

て
は
ま
ら
な
か
っ
た
。
パ
ッ

ク
旅
行
に
象
徴
さ
れ
る
団
体

旅
行
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
か

ら
だ
。ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、

海
外
で
の
言
葉
や
習
慣
の

壁
、
群
れ
た
が
る
民
族
性
な

ど
、
団
体
旅
行
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
日
本
人
固
有
の
一

面
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
影
響
し

て
い
た
の
も
否
め
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
７０
年

の
大
阪
万
博
が
「
国
民
皆
旅

行
時
代
」
の
幕
開
け
と
な
っ

た
の
は
事
実
だ
。
そ
の
後
、

観
光
旅
行
へ
の
需
要
は
、
巨

視
的
に
と
ら
え
れ
ば
確
実
に

成
長
を
続
け
て
い
る
。

国
際
競
争
力
は
２５
位
に

親
切
・
礼
節
と
親
和
性
に
ギ
ャ
ッ
プ

７０
年
、国
民
皆
旅
行
へ

５０
〜
７０
年
代
の
世
相
と
旅
行
形
態


